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 適用分野
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：無線装置およびそれを備えた無線ネットワーク

■  技術概要

コグニティブ無線ネットワークコグニティブ無線ネットワークコグニティブ無線ネットワークコグニティブ無線ネットワーク

携帯電話機、ＰＨＳ、無線ＬＡＮ、センサー
ネットワーク、ＺｉｇＢｅｅ
コグニティブ無線ネットワークの通信効率の向上を図る。

相互に異なる無線システムを用いて無線通信を行う基地局と、この基地局に直接
パケットを送信する無線装置と、マルチパス・マルチホップによって基地局にｍホッ
プ目に位置する第２の無線装置と、マルチパス・マルチホップによって基地局にｍ
＋１ホップ目に位置する第３の無線装置と、から構成され、各無線装置には、パケッ
トを基地局に直接送信する第１、第２の無線モジュールと、マルチホップによって基
地局へパケットを送信する第３の無線モジュールと、を内臓しており、第２、第３の無
線装置は、３つの無線モジュールによる３つの経路における平均遅延時間が相互
に近づくように３つの無線モジュールにパケットを分配している。

本発明によれば、複数の無線モジュールと送信先との間で確立される複数の無線
経路における複数の平均遅延時間が相互に近づくように複数の無線経路にパケッ
トを分配しているので、コグニティブ無線ネットワークにおける通信効率を向上させる
ことができる。


